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平成24（2012）年2月9日（木），放送センターで
第1356回放送用語委員会が開催された。今回は，
外来語の表記と発音（「ウイ・ウエ・ウオ」か「ウィ・
ウェ・ウォ」か）について議論された。

議題
第1348回放送用語委員会（平成23年10月14日）

で，外国語・外来語の表記と発音について，意見
交換を行った1）。今回は「wi/we/wo」のカタカナ
表記に問題を絞って考える。現在のNHKの表記の
ルールは次のとおりである。
●カタカナ表記の基本方針

外国語・外来語や外国の地名・人名などの表記は，
それぞれのことばの日本語化の程度を考慮し，次の
ように扱う。
1．原音とは異なる慣用が熟しているものは，慣用
の形を尊重する。
2．慣用が熟していないものは，なるべく原音に近く
書き表す。
●「wi/we/wo」のカタカナ表記の原則
NHK（新聞協会，各新聞社，通信社も同様）

原音〔wi・we・wo〕は次のように扱う
（1）原音に近く書き表す場合は「ウィ・ウェ・ウォ」
と書く。

例 スウェーデン　Sweden（地）
　　ミルウォーキー　Milwaukee（地）

（2）一般的には「ウイ・ウエ・ウオ」と書く。
例 ウイスキー　whisky
　　ウエディング　wedding

（3）慣用により〔wi〕を「イ」と書くものがある。
例 サンドイッチ　sandwich　
　　スイッチ　switch

（注）地名・人名は「ウィ・ウェ・ウォ」と書く。

放送用語委員会（東京）

外来語の表記・発音について
「ウイ・ウエ・ウオ」か「ウィ・ウェ・ウォ」か

例 ウィルソン　Wilson（人）　
 ウェールズ　Wales（地）

今回，外来語の表記と発音について取り上げる
のは，日本新聞協会が，外来語の表記について検
討を始めることになったためでもある。NHKもその
検討に参加するが，NHKとしての意見を示すため
にも，用語委員会で議論を深める必要がある。今
回の用語委員会では，「wi/we/wo」の表記の基本
方針およびカタカナ表記の基本方針について，意見
を聞く。

意見
（「wi/we/wo」の表記原則について）
井上由美子委員：「カタカナ表記の基本方針」には
賛成だが，「wi/we/wo」の表記の原則（2）「一般
的には“ウイ・ウエ・ウオ”と書く」という部分に
は違和感がある。英語教育を受けたかどうかで感
覚に違いがあるのではないかと思う。語を外来語と
してとらえているか，英語としてとらえているかの差
だと思う。特にこれから小学校で英語教育も始ま
る。今後ますます，英語の単語としてとらえる人が
多くなる。そうすると「wi/we/wo」を一般的には「ウ
イ・ウエ・ウオ」と書くというのは現実的ではなくなっ
てくる。「whisky」の発音も，単独であれば〔ウイ
スキー〕だが，「Scotch whisky」だと〔スコッチウィ
スキー〕になるのではないか。
野村雅昭委員：原則の問題として処理できるものと，
調査をして，その結果にもとづいて決めるものとが
ある。調査をすることには賛成である。アナウンサー
など NHK の番組に出ている人たちが，番組で実際
にどのように発音しているのかを調査してもらいた
い。統計的な意味を持たない個別の例でいいと思
う。たとえば，地方で行う放送用語委員会の議題
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から該当の語を取り出して発音を聞いてみるという
やり方でもいいと思う。
井上史雄委員：今回議題にあがっている「wi/we/
wo」について整理してみる。〔wa〕〔wi〕〔wu〕〔we〕

〔wo〕のうちで〔wu〕は日本語に存在しなかった。
〔wa〕は現代でも残っている。〔wo〕は意識として
は存在している音で，「正書法」の表記として使わ
れている。〔wi〕〔we〕は平安時代にはあり，1,000
年かけてだんだんとなくなってきた。それが最近復
活しつつある。全国民が〔ウィ・ウェ・ウォ〕を使い
こなすようになるまではもう少し時間がかかる。私た
ちは，この音が復活するプロセスを見ているという
ことになる。おじいちゃんの世代は〔ウィ・ウェ・ウォ〕
をまったく発音できなかったが，若い人たちはでき
るようになってきているということを目の当たりにし
ている。変化の途中なので，個別に論じるべきもの
だが，われわれとしては大原則を考えるべきである。
NHK の外来語の表記の原則は東京オリンピックの
頃に問題になった。国も NHK，新聞協会も「原音」
を気にしている。東京オリンピック当時のように外来
語があまり使われていなかった時代は「原音」を気
にしてもいい。しかし，現代は外来語が普及しており，
一般の人たちもかなり外来語を使っている。一般の
人やアナウンサーが実際に発音している形を基準に
すれば簡単だろう。①慣用の形を尊重する，②慣
用が熟していないものについては個別に考える，と
いうことでいい。たとえば，野球選手でよく使われ
る人名は慣用の形を尊重してもいいし，そのときだ
け使われるような人の名前は慣用が熟していないの
で，その時々で考えることになる。地名も別にして
考えるのではなく，慣用があるのか，新しく使われ
る地名なのかで判断をすればいいだろう。こうすれ
ば原則が単純化できる。慣用が熟していないもの
だけ検討すればいい。資料 2）はおもしろい。「話し
言葉コーパス」3）とウェブ検索との結果が異なるこ
とがあるということがわかる。ウェブでは「新ワ行
音（ウィ・ウェ・ウォ）」が多く，「話し言葉コーパス」
では「割った発音（連母音・ウイ・ウエ・ウオ）」が
多いようだ。表記するときはかっこいい表記を選ぶ
意識があり「新ワ行音」を使うが，話すときには自
分が話しやすいように発音する，ということだろう。
アナウンサーに対して調査を行うことに賛成である。

調査の方法は，平成 18 年に用語班が行った外来
語の「音声認識調査」4）をそのままアナウンサー対
象で実施するというやり方もある。
清水義範委員：「カタカナ表記の基本方針」にあ
る「慣用が熟しているもの」「熟していないもの」と
いうのはうまい言い方である。まさにこのとおりだ
ろう。昔入ってきて，発音とは違っているけれども，
そう書くのが日本語になってしまっているものにつ
いてはそのままでしょうがない。しかし，新しく入っ
てきたものは，できるだけ原音どおりにいこうという
基本方針である。うまい言い方で，そうだろうなと
感じる。慣用が熟しているものは古いままでいいの
ではないかと思う。自分で文章を書いたときに，校
正者から注意が入ってくることがある。外来語の場
合，指摘は「このつづりだからこのカタカナはこの
表記なのではないですか？」となることが多い。私
たちは日本語としてとらえているのだから「つづり」
を持ち出さないで欲しい。そのつづりでどの国も同
じ発音をしているわけでもない。耳にどう入ってく
るかが重要なのではないか。
荻野綱男委員：日本語の問題なので，日本語の中
で考えるようにしたほうがいい。スペリングについ
て考えるというのも本来はおかしい。多くの人にとっ
ては，日本語でどう書くかということと，どう発音
するかというのは別の問題。こう書いてあるからこ
う読まなくてはいけないということはあまりない。し
かし，NHK は発音と表記を一体化しており，書い
てあるとおりに読むことにしている。アナウンサーと
してはそうかもしれないが，そこが多くの人の意識
とのズレになってしまう。外来語を「発音する場合」，

「目にする場合」で違いがあるだろう。そのあたり
をしっかり調査しないとなんともいえない面がある。
両方の観点を取り入れて考えていくしかない。調査
にもとづいて考えるというのは，妥当なところだと
思う。保守的なところに合わせつつ，年齢差を確
認できたら，「ウィ・ウェ・ウォ」を基本にするなど
の判断をしてもいいのではないか。外来語表記の
実態を見るためにウェブ検索 5）をする場合の注意に
触れておく。まず，ウェブの結果は若者の傾向が出
てくる。書き手に若い人が多いので，ウェブでさぐ
ると，日本人の平均より若手の意見が出てくるだろ
う。やや先進的な表記で，将来を見越した傾向が
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出る。かたよりを意識していくつかのデータの 1 つ
として扱うべきである。またYahoo を使って検索す
る場合には注意が必要である。一昨年からYahoo
の検索方法が変わってしまい，今は，Google を検
索エンジンとして使っている。Google の最大の欠
点は検索結果が不安定になってしまうという点。同
じ語を調べて，午前と午後で 1 万倍結果が違うこ
とがある。こうした不安定さをYahoo も引き継いで
しまった。日本語を検索できる検索エンジンの中で
は goo が採用しているものの検索結果がいちばん
安定しているようだ。件数は Yahoo に比べると少
ないが，ウェブの検索結果は数の多さではなく，安
定した結果を出してくることが大切である。

（今後の原則作成と考え方について）
井上由美子委員：原則は新しく入ってきた語をどう
書き表すかというときに必要なものだと思う。たとえ
ば，「ＷＥＢ」「ＡＷＡＹ」などは，今の原則がなけ
れば，最初から発音に近い「ウェブ」「アウェー」で
書いていただろう。「ウイ・ウエ・ウオ」を本則にし
ているところに違和感があるので，「ウィ・ウェ・ウォ」
を入れることを検討して欲しい。「イエ」「グア・グイ・
グエ・グオ」「ツア」などのカタカナ表記については
気にならないのに，「ウィ・ウェ・ウォ」だけは気に
なるのはなぜだろうか。日本語を勉強する外国人は
日本語の母音の多さに苦労するという。「東欧を覆
う大きな雲」はほとんどが「お」だが，どう発音し，
どう書けばいいのか難しいようだ。「ウイ・ウエ・ウ
オ」の表記も外国人が日本語を勉強する場合に難し
く感じられるだろう。くわしく調査し，検討したうえ
で，「ウィ・ウェ・ウォ」を本則としてもいいのではな
いか。
野村雅昭委員：まずは発音をかためる必要がある。
NHK としてこう発音すると決めることは簡単にでき
るものではないが，これをやらなければ原則は作れ
ない。原則に例外があるのはやむを得ないが，原
則がきちんとしないと無理である。発音と表記がズ
レたらどうするか。新聞と放送がズレたらどうする
かということについては，もう，腹をかためるしか
ないだろう。NHK は発音を原則にしている，とし
か言えない。原則をどうたてていくかということのほ
うに集中すべきだ。そのうえで，どこまで例外，許
容を認めるか。本則を決めて，そのほかに第 1 の

表記と許容として第 2 の表記を決める語や，例外
を考えることになる。例外や許容をできるだけなく
したいと思うのが現場の要望だろう。しかし，どん
な原則をたてても，例外はある。例外をできるだけ
少なくして，原則と例外で割り切って見ていけない
かと思う。
井上史雄委員：NHK と新聞協会は今まで同様の表
記をとっていた。しかし，今のような議論を踏まえ
ると，NHK は新聞協会で決まったことを採用する
のではなく，いろいろな調査を踏まえて，現実の
発音はこうだから，NHK ではこういう発音をします
と決めてよいのではないかと思う。2 つ以上の表記
を認めて，第 1 の表記，第 2 の表記というように
順位をつけてもいい。むしろ新聞協会に先行して
NHK が発音を基準にしたリストを作ってしまうほう
がいいのではないか。新聞協会が表記をもとにし
て「ウィ・ウェ・ウォ」をとるということであっても
いいだろう。新聞と放送の表記が異なって，視聴
者から問い合わせがきた場合には，NHK はアナウ
ンサーの発音を基準に表記を決めており，新聞の
表記とは別であると答えればいい。現在，外来語
をアルファベットで書く人がいる。漢字，ひらがな
の中にアルファベットが入ってくる。遠い将来だが，
大きな流れとして外来語は英語のつづりをそのまま
書くということになるかもしれない。「ウィ・ウェ・ウォ」
を採用するかどうかというのは古い面倒な議論で，
アルファベットを採用すれば迷わなくてすむじゃな
いか，という話になるのかもしれない。
清水義範委員：書き方と発音の一致はとても微妙で
ある。書く場合は「ウィ・ウェ・ウォ」のほうがかっ
こいいから，そう書く人が多い。読むときには昔な
がらの発音をしているのだろう。〔ゴールデンウイー
ク〕と読んでいて，これをこのまま書くと時代的にかっ
こ悪いということで「ゴールデンウィーク」が多く書
かれるのだろう。書き方は今ふうになってきていて，
読み方はついてきていない。表記と発音が離れてい
る傾向が見られる。問題と言われれば問題だが，しょ
うがない。かっこいいから書くということはあるし，
読み方は読みやすいほうをとってしまうもので統一
できるようなものではないのかもしれない。
荻野綱男委員：慣用が熟しているものについては結
局，一語一語という面が出てきてしまうので，それ
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第 1356 回放送用語委員会（東京）
【開催日】 平成 24 年 2 月 9 日（木）
【出席者】 井上史雄 氏，井上由美子 氏，
 荻野綱男 氏，清水義範 氏，野村雅昭 氏，
 森本和憲 NHK 放送文化研究所長 ほか

でもしかたがないのかもしれない。NHK など，報
道する立場から考えると，緊急を要するような場面
で新しい地名や人名が出てきた場合，一語一語決
めるというのは難しい。やはり原則を決める必要が
あるだろう。「ウィ・ウェ・ウォ」がこれから主流になっ
ていくだろうと思う。どのタイミングで原則を変え
るかという問題もあるが，そういうふうにしてしまっ
たほうが時代にあっているように思う。ただ，今，
そう変更するかどうかは悩むところ。方向性ははっ
きりしており，そういうふうに決めてしまっていいだ
ろう。発音するときは別でしょうがないだろう。
事務局：「wi/we/wo」がどのように発音されている
のかを調べ，NHK としての考え方をかためることに
したい。外来語の表記と発音については，平成 24
年度の放送用語委員会で引き続き検討を重ねる。

　　　　　　　　山下洋子（やました ようこ）

注：
1）山下洋子（2011）「放送用語委員会（東京）外

来語の表記と発音について」『放送研究と調査』
第 61 巻 12 号

2）表参照。表中にある「Yahoo 検索／割った発音
（ウイ ･ ウエ ･ ウオ）の割合」「Yahoo 検索／新
ワ行音（ウィ ･ ウェ ･ ウォ）の割合」は Yahoo
で該当の語を検索した際に，「ウイ ･ ウエ ･ ウオ」
の表記を使っていたものの件数と「ウィ ･ ウェ ･
ウォ」の表記を使っていたものの件数を割合に
して示したもの

3）国立国語研究所が中心になって日本語の自発音
声を大量にあつめて多くの研究用情報を付加
した話し言葉研究用のデータベース。2004 年
発表。収録されているデータは，学会講演，摸
擬講演などを中心にした語

4）調査の概要
調査名：音声認識度調査
調査時期：平成 18 年 4 月 7 日～ 16 日
調査方法：調査員による個別面接聴取法（49

の外来語の 2 とおりの読みを録音した CD を
調査対象者に聞いてもらう）

調査対象：全国満 20 歳以上の男女 282 人
5）表で示した「Yahoo 検索／割った発音（ウイ･ウエ

･ウオ）の割合」「Yahoo 検索／新ワ行音（ウィ･ウェ
･ウォ）の割合」のもとになるYahoo 検索結果

表　wi ／we ／wo 関連の単語

NHK 表記 新ワ行音を使った場合 Yahoo 検索
割った発音の割合

Yahoo 検索
新ワ行音の割合 「話し言葉コーパス」に出現する発音

スイミング スウィミング 100％ 0 スイミング：2 件
ツイン ツウィン 100 0 ツイン：１件
スイッチ スウィッチ 99 1 スイッチ：8 件
アウォード／アワード アウォード 98 2 アウォド：１件
ウエファース ウェファース 85 15 ウエハース：3 件
サンドイッチ サンドウィッチ 84 16 サンドイッチ：2 件
ウイスキー ウィスキー 71 29 ウイスキー：2 件
ウエスタン ウェスタン 68 32 ウエスタン：1 件
ウインカー ウィンカー 66 34 ウインカー：1 件
ウイルス ウィルス 63 37 ウイルス：8 件
ウインナー ウィンナー 61 40 ウィンナー：1 件（ソーセージのこと）
ウエイト ウェイト 53 47 ウエート：5 件
ウインタースポーツ ウィンタースポーツ 49 51 ウインタースポーツ：２件
ウインドーショッピング ウィンドーショッピング 49 51 ウインドーショッピング：1 件
ウインク ウィンク 46 54 ウインク：1 件（歌手名）
ウエット ウェット 28 72 ウエット：1 件
ウエイトレス ウェイトレス 26 74 ウエイトレス：1 件
ウオッチング ウォッチング 25 75 ウォッチング：1 件
ウィンドウズ ウィンドウズ 25 75 ウインドウズ：9 件
ウエア ウェア 22 78 ウエアー：2 件／ウェア：51 件
ウエーティング ウェーティング 16 84 ウエーティング：1 件
ストップウオッチ ストップウォッチ 15 85 ストップウォッチ：１件
スエットスーツ スウェットスーツ 15 85 スエット：4 件
ウイスパー ウィスパー 14 86 ウィスパー：11 件
ゴールデンウイーク ゴールデンウィーク 14 86 ゴールデンウイーク：3 件
バードウオッチング バードウォッチング 13 87 バードウォッチング：1 件
ウイーク ウィーク 10 90 ウイーク：9 件
ウエーブ ウェーブ 10 90 ウエーブ：2 件
ウオームアップ ウォームアップ 9 91 ウォームアップ：1 件
ウオッチ ウォッチ 8 92 ウォッチ：2 件
ウイザード ウィザード 8 92 ウィザード：13 件
ハイウエー ハイウェー 8 92 ハイウェー：1 件
ソフトウエア ソフトウェア 7 93 ソフトウェア：9 件
ウオーキング ウォーキング 6 94 ウォーキング：1 件
ウオーミングアップ ウォーミングアップ 6 94 ウォーミングアップ：1 件
ハードウエア ハードウェア 6 94 ハードウェア：4 件
ブロードウェイ ブロードウェー 5 95 ブロードウェー：1 件
ウオーター ウォーター 2 98 ウォーター：3 件
ウオール ウォール 1 99 ウォール：1 件（人名）
ウェブ ウェブ 0 100 ウェブ：60 件




